
海外貢献

　2015年3月から2017年3月の2年間、ベトナム国ハイフォン市カットハイ県カットバ島におい
て、JICA草の根　地域活性化枠の活動のフェーズ1として、産官民の協働体制の基盤づくりを行
い、産官民の連携組織である「グリーンカットバ」を誕生させました。
　そしてこれに続いて、2020年3月から4年間 (新型コロナウイルス感染症の流行により実事業
期間2年半)、JICA草の根　地域活性化枠のフェーズ２である「琵琶湖モデルを活用したハロン湾・
カットバ島沿岸水域の適切な保全に向けた支援」活動を実施しました。この中で、日吉は排水処
理施設の適切な管理運営のための技術支援を担当し、その成果として、排水処理施設の適正な運
用管理に必要な日常点検と水質測定を実施し、更にその結果データを用いた維持管理手法の指導
研修を行い、マニュアルとして作成・整備することができました。

継続するベトナム国ハイフォン市とクアンニン省の活動

海外インターン

　公益財団法人国際湖沼環境委員会（ILEC）が実施する湖沼・河川・沿岸流域管理研修に、日吉は
2012年から研修生の受け入れに協力しています。今回は、アフリカ・中央アメリカ・南ヨーロッパ・
アジアの11ヵ国から、11名の研修員が参加しました。研修では、「日本のし尿処理・生活排水処理
システムについて」と題した講義と、実際に日吉が管理している佐波江農業集落排水処理施設の見
学を行いました。ニカラグアの研修生は、古い施設であるにもかかわらず、排水処理の技術とノウ
ハウ、そして適正な維持管理によって良好な水質を得ていることに驚きと評価を述べました。

世界11カ国より研修員来日 2024.02.07

　当社のインドインターンシップは今年で16年目を迎え、知名度が広まったことから、今年はイン
ド全国110校から654名の応募がありました。その中から選ばれた2名の研修生が5月20日に来日
し、7月15日までの約2ヵ月間の研修を開始しました。短い期間の中で、環境・食品分析や施設維
持管理などの環境ビジネスや日本の文化を経験してもらい、インドの環境に対する認識向上や日印
の架け橋となってくれることを願っています。

インドインターン生の受入れ 2024.5.20 ～

その他のインターン：ベトナム国日越大学（VJU）2名、アメリカオークランド大学他19名

　さらに、本活動に参加した他団体と共に、沿岸水環境モニタリング技術向上に向けた研修とハンドブッ
ク作成、「グリーンカットバ」をスローガンとした産官民各主体の連携による全島一斉清掃の拡大促進、
廃棄プラスチックのアップサイクル活動などにより、「カットバモデル」が確立され、ハロン湾を含む沿
岸全域で自主的なグリーン成長を促進する道筋ができたと思います。
　今後は、日吉を含む滋賀県チームとハイフォン市および隣省のクアンニン省関係者との長年の協働活動
による信頼関係を活動基盤にして、環境省より採択を受けた「脱炭素社会実現のための都市間連携事業」
にて、日吉が関係するカットバ島の離村離島への合併浄化槽設置導入や太陽光発電施設、省エネボイラー、
省エネチラー、バイオガス発電装置および廃棄物バイオマス炭化装置などの普及導入を行い、水環境と衛
生環境の改善と脱炭素社会実現に向けた支援を図っていきます。
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　令和5年度の滋賀県技能競技大会に
おける、化学分析作業2級において成
績優秀者として分析検査部の永井社
員が滋賀県より知事表彰を受賞しま
した。同じく分析検査部の重田社員
は滋賀県職業能力開発協会より会長
表彰を受賞しました。

滋賀県技能競技大会にて
知事表彰等を受領 2023.11.28

表彰

　2021年度より行われている龍谷大学のプロジェ
クト『「びわ湖の日チャレンジ」みんなで水を汲ん
でどんな魚がいるか調べよう！」100地点環境
DNA調査』に、日吉は水の採取を担当したことか
ら、龍谷大学より感謝状を受領しました。
　調査開始から3年で合計51種（分類群）を検出
しており、びわ湖には実にさまざまな魚がいることがわかります。今後も生物
多様性の保全に貢献できるよう努めてまいります。

「びわ湖100地点環境DNA調査」に協力し
感謝状を受領 2024.2.28

震災復興支援
　2024年1月1日に能登半島地震が発生しました。当社でも何かお手伝いできないかと考えていたところ、
当社が所属する滋賀県環境整備事業協同組合に全国環境整備事業協同組合連合会からし尿収集等の支援要請
がありました。まだ混乱が続く中、1月9日から14日まで支援活動を行いました。被災地ではし尿処理施設が
稼働停止となっており、被災地から集められたし尿を100km離れた稼働している施設へ移送する業務を行い
ました。
　現地へ向かった対応者は、地震の被害により下水道マンホールの隆起、道路陥没、土砂崩れ等があり、処理
施設でも50㎝程度地盤沈下があり、配管等は破損し処理機能が止まるなど被害の大きさを実感し、「蛇口を捻れば水が出る」「スイッチを押せば電気が灯
る」という日常の当たり前の状況で過ごせる有難さをしみじみと感じさせられたと話します。引き続き、行政と連携のもと被災地の復興を支援します。

　2009年に開始された「日吉オンライン検査Web」は、全国の個人のお客様から大手企業
様まで幅広くご愛顧いただいております。このたび、2024年5月9日にリニューアルオープ
ンし、ペーパーレスを考慮した電子報告が可能となり（一部対象外）、これまでより早く報告
書をお届けできるようになりました。また、お役立ちコラムなどの情報も充実させ、分析に
まつわる情報発信を行ってまいります。ぜひ、この機会にご利用ください。

「日吉オンライン検査Web」リニューアル！

　今年も、地元の小学
4年生が「環境」をテー
マに描いたイラストを
載せたパッカー車を導
入しました。八幡小学
校の児童112名に向け
てお披露目しました。

　30年続く環境学習では、分別の大切さなど、児童らが当たり前のこと
を当たり前にできるようにと、この取組みを続けています。

薬品配送用タンクローリー 2024.03.30
　鉄液薬品の配送に
使用する新しいタン
クローリー車が納車
されました。今後も
お客様のニーズに柔
軟に対応できるよう
工夫してまいります。

イラスト付きごみ収集車 2024.03.12
特殊車両のご紹介新車

　5月14日(火)、福本忠克滋賀県教育委員会教育
長より、「未来を描け！滋賀の海外留学応援プログ
ラム」奨学金支援に対して感謝状を受領しました。

琵琶湖博物館より感謝状受領 2024.4.22
　4月22日に琵琶湖博物館リ
ニューアルへの寄付金贈呈に
対して感謝状を受領しました。

滋賀県「未来を描け！滋賀の海外留学応援
プログラム」奨学金支援への感謝状受領 2024.5.14

●用紙：琵琶湖の環境保全活動を支援する寄付金付びわ湖環境ペーパー
　　　 責任ある木質資源や再生資源を使用したFSC®認証用紙　　
●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷
●製造、廃棄に発生するCO₂を滋賀県内の排出削減事業者のクレジットによりカーボンオフセット済
●CO₂排出量：110.7g/部
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